
 

 

 

 

 

 

 

みなさんこんにちは。日本ではもうすぐ梅雨が明ける頃でしょうか。グアテマラでも今の季節

のことを雨季と呼んでいて，ほぼ毎日のように雨が降ります。雨季は９月頃まで続くようです。 

さて，気が付けば１年も半分が終わりましたね。ぼくがグアテマラへ来てから，約１年の月日

が経とうとしています。そこで今日は，任期も折り返し地点に差し掛かったということで，１年

間を通して，ぼくの任地である San Juan Ostuncalco の教育が，どのように変わってきているの

か，その一部を紹介します。 

 

○黒板の様子（以前） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さて，すこし見づらいですが，これは何の写真でしょうか。考えてみてください。 

 

これは，授業が終わった後の黒板の写真です。ぼくが San Juan Ostuncalco へ来た時，現地

の先生方に対し「これから，どんなことを，一緒にしていきましょうか。」と質問したところ，

多くの先生方から「黒板に何を書いたらよいのか分からない。」，「黒板の書き方について教えて

ほしい」という答えが返ってきました。 

San Juan Ostuncalcoの先生方は，授業中ほとんど黒板を使いません。使い方を知らないとい

ったほうが正しいかもしれません。そのため，子どもたちは，黒板に書かれた内容を，ノートに

写すことが出来ず，授業の中で大切な事について，考えたり，覚えたりすることが出来ていませ

んでした。これでは「子どもにとって分かりやすい授業」には，つながりません。 

また，子どもたちに質問してみたところ，「先生に黒板を使って授業をしてほしい」という意

見が多く寄せられました。 

そこで，学校の先生方と一緒になって，「どのように黒板を使えば，子どもにとって分かりや

すいか」ということについて考えました。 

 

☆青年海外協力隊 グアテマラ通信⑧☆ 
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○黒板の様子（現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現地の先生方と一緒に，「子どもにとって分かりやすい黒板の書き方」について考えました。

すると，「問題文は書いた方がいい。」「課題とまとめは絶対に必要。」「教材を貼って，説明した

ほうが分かりやすい」など多くの意見が集まり，それらの意見を，自分たちの授業に生かしても

らいました。 

 どうでしょうか。以前の黒板と比べると，かなり変わってきていることが分かると思います。

ぼくは，現地の先生方の頑張りが伝わってくる，素晴らしい変化だと思いました。もちろん足り

ない部分や，考え直さなくてはいけない部分もたくさんあると思いますが，それは，これから少

しずつ直していけたらと思っています。 

 子どもたちのためを思い，一生懸命考えて努力するグアテマラの先生方は，本当にすごいと思

いました。グアテマラでの活動期間も残り１年となりましたが，今後もそんな素晴らしい先生方

のお手伝いをさせていただけたらなと思います。 

 

 

 

※最後まで読んでいただいて，ありがとうございました。 

もし何か，質問（疑問に思ったこと，知りたいと思ったこと）などがあれば，連絡して下さると，うれしい

です。ただし，すべての質問にお答えすることはできないかもしれませんので，その点はご理解して頂けると

助かります。 

連絡先：yogoguatemala@yahoo.co.jp 
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